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（目的） 

第１条 

 少子高齢化の進展や世帯構造の変化により、介護人材の安定的な確保と資質の向上が急

務となっている。また、在宅生活を継続するためにも家族介護力の強化も重要である。 

 社会福祉法人青洲会（以下、「当法人」という）では今まで施設運営で養ってきた高齢者

福祉の知識や介護技術、人材、設備を活用し、地域社会へ貢献するために本研修を実施し、

在宅・施設を問わず、介護職として働く上で基本となる知識・技術を習得し、生涯働き続

けることができるよう介護人材の育成を図ることを目的とする。 

 

（名称） 

第２条 

 研修事業の名称は、次の通りとする。 

 社会福祉法人青洲会 介護職員初任者研修事業 

 

（実施場所） 

第３条 

 社会福祉法人青洲会 

  特別養護老人ホームいなの里（講義・演習・実習）つくばみらい市長渡呂新田 840-2 

  認知症介護支援施設どんぐり村（実習）つくばみらい市狸穴 1072-46 

  特別養護老人ホーム阿見こなん（実習）稲敷郡阿見町南平台 1-33-10 

  特別養護老人ホームこほく（実習）土浦市菅谷町タカノス 1168-1 

  障害者支援施設さくら苑（実習）土浦市神立町 443-4 

 

 医療法人社団青洲会 

  神立病院通所リハビリテーション（実習）茨城県土浦市神立中央 5-11-2 

  介護老人保健施設さくら（実習）茨城県土浦市神立町 444-2 

 

（研修期間） 

第４条 

 研修の実施期間は平成２９年５月２０日～平成２９年９月２日 １５日間 

 

（研修定員） 

第５条 

 ２０名以内とする。 

 

（研修カリキュラム） 



第６条 

 研修を修了するために履歴しなければならないカリキュラムは、別紙「研修カリキュラ

ム」のとおりとする。 

 

（専任講師氏名） 

第７条 

 専任講師は置かない。 

 

（受講資格） 

第８条 

 次の者に受講資格を認める。 

・心身ともに健康で介護福祉サービスに従事することを希望する方、及び既に従事してい

る方 

・開講日時点において義務教育を修了している方（未成年者の方は保護者の同意が必要） 

・介護の知識・技術を学び、家庭や地域活動に活用することを希望する方 

 

（受講手続き） 

第９条 

 募集手続きは以下のとおりとする。 

（１）受講希望者には、学則、募集要項、直近の研修カリキュラム、当法人指定の受講申

込書を送付もしくは事務局、各施設で配布する。 

（２）当法人指定の受講申込書に必要事項を記入し、期日までに本人確認のために事務局

または、法人施設まで本人確認資料を持参して申し込む。ただし、定員を超えた場

合は抽選とする。 

（３）書類審査により、受講者の決定を行い（受講生の決定後）、受講決定通知書を受講者

あてに通知する。 

（４）受講決定通知書を受け取った受講者は指定銀行口座へ期日までに受講料を振り込む

こととする。 

（５）受講料の納入を確認後、受付完了とし、テキスト等の教材は開講式に配布する。開

講前にテキスト配布希望者は事務局で配布する。 

 

（科目の免除） 

第１０条 

 科目の免除についてはこれを認めない。 

 

（受講料） 



第１１条 

 受講料は、教材費、実習費を含め次のとおりとする。なお、受講料入金後の返金はでき 

ないものとする。その他自己負担費用（施設実習のための健康診断） 

 一般 45,000円  

 学生 40,000円 （高校生・専門学校生・短大生・大学生） 

 

（使用テキスト） 

第１２条 

 研修で使用するテキスト：介護職員初任者研修テキスト（発行：財団法人介護労働安定 

センター）とする。 

 

（研修修了の認定方法） 

第１３条 

 修了の認定は茨城県介護職員初任者研修に係る事業者及び研修指定要綱に定める所定の 

カリキュラムをすべて履修し、「９．こころとからだのしくみと生活支援技術」の中で、介 

護技術の習得が評価され、かつ筆記試験による修了評価の結果が所定の水準を超えるもの 

であることが確認された場合に修了証明書を交付し、修了認定を行う。だだし、第１６条 

の受講の取り消しに該当するものは修了を認めることができない。 

 修了の認定基準は、次のとおり理解度の高い順に A、B、C、Dの４区分で評価したうえ 

で、C以上の受講者が評価基準を満たしたものとして認定する。 

※認定基準（１００点を満点とする） 

A＝９０点以上、B＝８０～８９点、C＝７０～７９点、D＝７０点未満 

 評価基準に達しない場合には、必要に応じて補講等を行い、基準に達するまで再評価を 

行う。ただし、補講にかかる受講料については、１回 3,000円を受講者の負担とする。 

 

（欠席者の取り扱い） 

第１４条 

 理由の如何に関わらず、研修開始から１５分以上遅刻した場合は欠席とする。早退・途 

中退席は特段の事情がない限り認められない。また、病気その他の理由で欠席する場合は、 

前日までに事務局まで連絡をする。やむを得ない事情で当日になる場合は、講義が始まる 

までに事務局まで連絡をする。 

 

（補講の取り扱い） 

第１５条 

 研修の一部を欠席した者で、やむを得ない事情があると認められている者については、 

補講を行うことにより当該科目を修了したものとみなす。ただし、補講にかかる受講料に 



ついては、科目内の１項目につき、3,000円を受講者の負担とする。また、補講は当法人に 

て同一内容のカリキュラムを受講することにより行うが、やむを得ない場合は他の事業者 

で実施する場合もある。その場合の受講料は他の事業者が定める金額によることとする。 

 

（受講の取り消し） 

第１６条 

 次の各号の一に該当する者は、受講を取り消すことができる。 

 （１）学習意欲が著しく欠け、修了の見込みがないと認められる者 

 （２）当法人の指示に従わないとき 

 （３）故意に当法人あるいは実習先の施設の設備等を棄損したとき 

 （４）研修の秩序を乱す者 

 （５）その他受講者としての本分に反した者 

 

（修了証明書の交付） 

第１７条 

 第１３条により修了を認定された者は、当法人において茨城県介護職員初任者研修事業 

実施要綱に規定する修了証明書及び修了証明書（携帯用）を交付する。 

 

（修了者管理の方法） 

第１８条 

 修了者管理については、次により行う。 

 （１）修了者を修了者台帳に記載し、永久保全するとともに、茨城県が指定した様式に

基づき知事に報告する。 

 （２）修了証明書の紛失があった場合は修了者の申し出により再発行を行う。 

 

（その他留意事項） 

第１９条 

 研修事業の実施にあたり、次のとおり必要な措置を講じることとする。 

 （１）研修に関して下記の苦情等の窓口を設けて研修実施部署と連携し、苦情及び事故

が生じた場合には迅速に対応する。 

   苦情対応部署：介護職員初任者研修事務局 電話 029-831-9711 

 （２）事業実施により知り得た受講者等の個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当

な目的に使用しない。 

 （３）受講者等が実習等で知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的

に使用することのないよう受講者の指導を行う。 

 



（施行細則） 

第２０条 

 この学則に必要な細則並びにこの学則に定めない事項で必要があると認められるときは、 

当法人がこれを定める。 

 

（附則） 

 この学則は平成２６年１０月１６日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【講義を通信によって行う地域】 

 

茨城県内全域 

 

 

【添削指導の方法】 

 

１、通信教育による課題が、期日までに提出されたかを確認し、その後添削により評価を 

  記入する。 

 

２、課題の評価基準は、次のとおり理解度の高い順に A、B、C、Dの４区分で評価した上 

で、C以上の受講者が評価基準を満たしたものとして評価する。 

※評価基準（１００点を満点とする） 

  A＝９０点以上、B＝８０～８９点、C＝７０～７９点、D＝７０点未満 

 

３、通信教育による８回の課題が全て C以上のレベルに達していない場合、指導し再提出 

  させる。 

 


